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SpeciescompositionandstandstructureofanaturalA〃2Sβﾉ7"αforeston
Tokonabe，Himi-shi，ToyamaPrefecturewerelnvestlgate｡．Asurvevofstemgirth
atbreasthei9ht，treeheight，slzeofcanopy，locatlonoftreeandidentificationof
treespeciesforthealltreeshigherthan2minthequadrate(20×20mg）wascarried
outinMay1998.1．Twenty-fivespecleswereidentifiedinthell5treesobserved・
Treedensityandbasalareawere2875trees/haand82､5㎡/ha，respectively、2A〃“
β""αwasthedominantspeciesinthebasalareaQ"fﾉで"ss2"α/αfollowed・Ca脚""α
ﾉα加7"“，Qz(”“ssα"c"”，＆"”〃加"/“and〃“〃”"0加血werelargeindensitvbut
smallinbasalarea、3．Fisher'svaluesofthecoefficientofdiversity（α）was9.4．
ThevaluewassmallerthanthatoftheFir-HemlockforestreportedfromEhime
Prefecture，butthevaluewaslargerthanthatobtainedfromthewarmtemparate
evergreenbroadleafforestcommunitiesinTovamaprefecture，4．Distributional・
patternofA"9sガノガzashowedtheuniformdistribution，butthatofCα"2F/"α滋加"z“
Q""℃"ssα"c"鯉anda"γα〃""i“showedcontaglousdistributions、5．Threestorlesof
stratifiedtreelayeresweredistinguishedinthisforeststandusingtheM－mdiagram・
Keywords：A6"s〃腕α，standstructure
富山県氷見市床鍋にあるモミ林に、20m×20mの調査区を設け林分構造を調べた。1998年5
月、樹高2m以上の樹木について、胸高直径、樹高、樹冠のサイズ、樹木の位置、種名を記録
した。調査区からは115個体、25種の樹木が認められ、密度は2875本/ha，基底面積合計は82.5
㎡/ha’であった。基底面積合計の値はモミが最も大きく、次いでコナラであった。ヤブツバ
キとウラジロガシ、ヒサカキ、アオハダの個体密度は大きな値を示したが、基底面積合計の値
は小さな値であった。種多様性指数(α）は9.4で、愛媛県米野々のモミ・ツガ林より小さな値
であったが、県内の照葉樹林の値よりも大きな値であった。モミの分布様式は規則分布で、ヤ
ブツバキとウラジロガシ、ヒサカキは集中分布を示した。M－〃図解析では3つの階層構造が
認められた。
キーワード：モミ林、林分構造。
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はじめに
モミ林は暖温帯域の照葉樹林（シイ林やウラジロガ
シ林）と冷温帯域の夏緑樹林（ブナ林）との中間の移
行域に分布する温帯針葉樹林で，ヤブツバキクラスの
シキミーモミ群集にまとめられている（宮脇，1977a；
飯泉・菊池，1980；中西ら，1983；宮脇ら，1994）。
また，ツガを含むことが多いことからモミ・ツガ林と
呼ばれ，東北地方の丘陵部から，関東の山地，四国九
州の海抜8㈹～1知mに分布している（宮脇，l977a；
菅原，1978；近田，1981；中尾，1985；二宮ら，1肥5)。
モミ・ツガ林は太平洋側を中心に分布するため，太平
洋側のモミ・ツガ林の林分構造や更新過程，物質生産
量についての報告（吉野ら，1979；鈴木，1979；佐々，
1982；中尾，1985；鈴木・薄田，1989；吉田，1990；
平吹・阿部，1993；明石ら，1994）が多い。
富山県内のモミ林については，宮脇（1977b）がま
とめた「富山県の植生」の中ではモミ植林として扱わ
れ，大田ら（1983）も，モミがシキミーモミ群集の標
徴種であり，氷見地方の山地に多く，上市町眼目，細
入村庵谷峠，福野町安居，高岡市五十里などに分布す
るとを記しているだけである。その後，中川（1985）
が氷見地方の宇波川や阿尾川上流のモミ林の概略を報
告している。石川県では，能登半島にモミ林が分布す
る（里見ら，1978）ことから，古池（1986,1990,19
97）は低地型ブナ林とモミ林の関係を考察し，中間温
帯林（モミ・ツガ林）の発達が悪い理由を暖かさの指
数（WI）と寒さの指数（CI）を用いて説明している。
このように，富山県内のモミ林について，植物社会
学的な手法による調査を含めて，十分な報告がなされ
ていない。そこで，今回は氷見市床鍋にあるモミ林の
森林構造を調査し，今後の調査の基礎資料とすること
にした。
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国土地理院発行の5万分の1地形図「氷見」を使用
図1氷見市床鍋モミ林の調査地点
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調査地点および調査方法
富山県氷見市床鍋は富山県の北西部，石川県との県
境近くに位置し，標高1”m～2㈹mの緩やかに起伏す
る丘陵地である。モミ林分は丘陵の尾根を中心に島状
に点在し，広範囲に1つの林分を作ることは稀である。
今回は，床鍋集落に近い丘陵の南西斜面に位置する面
積約0.5haのモミ林分に20m×20mの調査区（標高150
m）を設けた（図1，2）。調査区の斜面方向と平均
斜度はそれぞれS70.W，25．であった。
調査区から東方約10kmに氷見気象観測所（海抜7m）
があり，1981～1997年の観測値平均を算出すると，年
平均気温は12.9℃､年降水量の平均は2112mmである。
海抜の上昇に伴う気温のてい減率を0.6℃/100mとし
て，調査地点の年平均気温，暖かさと寒さの指数を推
定すると，順に11.7℃，93.3℃・月，-12.4℃・月で
あった。吉良ら（1976）によれば，調査地点は照葉樹
林のカシ林とブナ林が混生する暖温帯落葉広葉樹林帯
の気候域で，モミ・ツガ林の分布域と考えられる。
調査方法は毎木調査法で，調査区内に出現する樹高
2m以上の樹木の名前，胸高直径（DBH），樹高
（目測），樹冠の大きさ（短径と長径を目測），調査
区内の位置（XY座標）を記録した。また，林床植物
の優占度と群度を観察した。調査は1998年5月に実施
した。
結果及び考察
1．種組成，密度，基底面積合計
毎木調査によって得られた調査結果を表lにまと
めて示した。樹高2m以上の木本は115個体認めら
れ，密度は2875本/haであった。
出現した木本は25種に分けられ，FisheretaL
（1943）の種多様性指数（α）は9.4であった。この
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図2氷見市床鍋のモミ林
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表1富山県氷見市床鍋モミ林，及びいくつかの暖温帯林の林分構造の概況
調査林分の位置調査年標高調査面積密度出現α値★BA*★第1優占種BA第2優占種BA
（、）（㎡）（/ha）種数（㎡/ha）（㎡/ha）（㎡/ha》
出典
1998年1504002875259．482．5モミ59．9コナラ4．4今.回の調査氷見市床鍋
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表2氷見市床鍋モミ林の基礎的データ
密度基底面積 樹冠面積最大胸高直径最大樹高
種名 (/ha）（㎡/ha）％（ha/ha）％（cm》 (、）
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表3氷見市床鍋モミ林の主な樹種の胸高直径階級分布
胸高直径階級(cm》
種名99-9089-8079-7069-6059-5049-4039－3029－2010－99－合計
111
??）?．??????
モミ
コナラ
ヤブッバキ
ウラジロガシ
ヒサカキ
ァオハダ
ァヮブキ
ヤマモミジ
??
??????
表4氷見市床鍋モミ林の主な樹種の樹高階級分布
樹高階級(、）
種名Z5－Z423－22Z1－2019－1817－1615－1413－1211－109－87－65－43－22合計
??）?????????
31”モミ
コナラ
ヤブッバキ
ウラジロガシ
ヒサカキ
ァオハダ
ァヮブキ
ヤマモミジ
1 11
?．?）（??）
?
?
14
31
（DBH＞1cm），アカガシ林で3.6～8.9（DB
H＞1cm）であるから，このモミ林分は照葉樹
林の最も多様な林分に匹敵する種多様性を持つ
と考えられる。
種別の密度と基底面積合計を表2に示した。
最も多く出現した種はヤブツバキ（750/ha）
で，ついでウラジロガシ（400/ha），ヒサカ
キ（325/ha）と続いた。これらの種はウラジ
ロガシ林の構成種で，九州・四国に分布するモ
ミ林でも亜高木層以下に出現している（中尾，
1985）。
全個体の基底面積合計は825㎡/haで，これ
までに報告されているモミ・ツガ林の基底面積
合計（37.4～112.6㎡/ha）の変動範囲に含まれ
ていた。モミの基底面積は59.9㎡/haで，基底
面積合計の72.6％を占め，最も優勢であった。
モミに続いて基底面積の多い種はコナラ（5.3
％），ヤマザクラ（4.5％），アカマツ（45％）の
順であった。コナラやアカマツは氷見地方の二次林
構成種であり，このモミ林が以前，モミを残して，
それ以外の樹木が伐採され，その後放置されたため
に，周囲の二次林からアカマツやコナラが侵入して
きたと考えられた。
樹高(、）
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図3氷見市床鍋のモミ林の樹高分布
横軸の順序は最も高い個体から低い個体まで順につけた番号
値は愛媛県米野々（二宮ら，1985；DBH＞4cm）
や鹿児島県屋久島（明石ら，1994：DBH＞3cm）
のモミ林のα値に比べて，低い値であっが，仙台綱
木山のモミ林（平吹・阿部，1993；h＞1.3m）や県
内のツガ林（α値＝82；佐藤ら，1999）に比べて
高く，さらに県内の照葉樹林（α値＝L2．44）よ
り2倍以上も高い値であった。照葉樹林の種多様性
指数は，伊藤・宮田（1977）によると，シイ林で6
5～9.5（DBH＞lcn]），ウラジロガシ林で5.2～8.9
2．胸高直径階級分布，樹高階級分布と階層構造
主な樹種の胸高直径階級分布を表3に示した。モ
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ツバキは2m階級から8－9m階級まで連続的
に分布するが，4－5m階級に最も多く出現し
た。
樹高から見た階層構造を調べるために樹高分
布を図3に示した。この図より，4層の階層構
造が読みとれた。第1層と第2層の境界は釦、
第2層と第3層の境界は10mと推定された。第
3層に多くの個体が分布し，第4層との境界は
3mにあると推定された。
林分の階層構造をM－加図（Hozumi，1975）
を用いて解析した結果を図4に示した。M－j0
図は出現した樹木の個体重を大きな個体から順
に，ある個体重皿までの平均個体重（M1）と
その時の個体重（皿）の関係を図示したもので
ある。M一加図を作るにあたって，個体重加の
近似値として胸高直径の2分の5乗値を用いた嚢
この図からモミ林は3層に区別され，第1層と
第2層の境界は直径40cm，第2層と第3層の境
界は直径20cmに存在すると考えられた。第1層
はモミとアカマツだけであり，第2層にはウラ
ジロガシやコナラなどが含まれた。第3層には
ヤブツバキやヒサカキ，ユズリハなどの低木が
含まれた。3つの階層からなるこの床鍋のモミ
林は，二宮ら（1985）が報告している愛媛県米
野々のモミ・ツガ林の4層構造より，1階層少
なかった。
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氷見市床鍋のモミ林のM－加図
M：i番までの平均個体重；ぬ：i番の個体車。
◆，□’○はそれぞれの階層に属する個体を表す。
曲線はそれぞれの階層に属するプロットの近似曲線“
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方形区の大きさ
氷見市床鍋のモミ林の主要樹木の16分布
◇と□，△’○はIjが統計的に1と有意差なし，
■と▲，●は16が統計的に1より大きいことを示す曇
図5
3．樹冠面積と主要構成種の分布様式
全個体の樹冠面積合計は3.26ha/haで，平均
すると地表面の上には3層の樹冠があることに
なる。モミは最上層で樹冠を広げ，調査区の約卯％
を被陰していた。次に樹冠面積合計が多い種はヤブ
ツバキで高さ9m以下の第3層で，樹冠を広げ調査
区の約45％を被陰していた。ヤマザクラは高さ18m
以下の第2層で樹冠を広げ，調査区の約34％を被陰
していた。
Morisita（1959）の16法を用いて，方形区内に
おける個体分布を解析した。その結果を図5に示し
た。モミは規則分布を示し，ウラジロガシ，ヒサカ
キ，ヤブツバキは集中分布を示した。モミを除く全
個体の分布はほぼランダム分布を示した。ウラジロ
ガシとヒサカキは6～12㎡のパッチをつくり，ヤブ
ツバキとモミ以外の樹木は約25㎡のパッチをつくっ
ていることが推定された。この結果は中尾（1985）
が九州のモミ・ツガ林で報告している結果とほぼ同
様であった。
ミは60-69cm階級から90-99cm階級まで，連続して
出現した。最大の個体は胸高直径98cmであった。し
かし，モミは59cm以下の階級には出現しないことか
ら，連続的な更新が行われていないと推定された。
コナラも10-19cmから30-39cm階級まで連続的に出
現するが，9cm以下の階級には出現していない。ヤ
ブツバキとウラジロガシはlO-19cm階級以下に連続
的に分布していた。
主な樹種の樹高階級分布を表4に示した。20-21
m階級以上にモミの全個体が分布し，林冠を構成し
ていることがわかる。モミの最大樹高は25mであっ
た。モミが作る林冠の下には，10-11mから16-17
m階級には，コナラとウラジロガシが分布し，階層
構造が見られた。ウラジロガシの樹高階級分布は2
m階級から14-15m階級まで連続的であることから，
連続的な更新が行われていることを示唆する。ヤブ
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4．林床植物
毎木調査を行った調査区に出現した，樹高2m未
満の植物の優占度・群度を観察した結果を以下に記
す。林床の植被率は30％。
1．1：ヤブコウジ，ヒメアオキ，ヤブツバキ
＋：ヒサカキ，シロダモ，ウラジロガシ，モミ，
チゴユリ，タチツポスミレ，ツルアリドウシ，フユ
ヅタ，ウリハダカエデ，ナルコユリ，ジャノヒケ，
イワガラミ，シシガシラ，キンラン，ウリノキ，キッ
コウハグマ，アキグミ，トキワイカリソウ，サンショ
ウ，フジ，コシアブラ，ベニシダ，ユズリハ，ニシ
ノホンモンジスゲ，シュロ，オオバクロモジ、ヤマ
ノイモ，ムラサキシキブ，ツルアリドウシ
出現種数は33種で，林冠を構成するモミの実生か
観察された。林床にヤブコウジやジャノヒゲ，ヤブ
ツバキが観察され，ウラジロガシ林の林床植物相と
類似していた。
まとめ
氷見市床鍋にあるモミ林の林分構造を，毎木調査法
により解析した。この結果，県内の照葉樹林よりも種
数が多い多様性に富んだ林分であることがわかった。
階層構造も発達しており，樹高階級では4層に，個体
重分布からは3層に分けられた。その第1層に出現す
るモミは，連続的にそれぞれの階級に分布していない
ことから，連続的な更新が行われていないと推定され
た。また，第2層から第3層に出現するウラジロガシ
やヤブツバキは連続的に発生していることが推定され。
将来的にはコナラやヤマザクラ，アカマツにとって替
わり，第2層や第3層の優占種になる可能性が示唆さ
れた。
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